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地域農業工学科の教育・研究目標のひとつに「自然と調和した

豊かで美しい国土・農村空間の創出」があります。農村環境保全・

防災学分野では，安全・安心で快適な農村地域環境の創造のた

めに整備を行った地域環境（農地，道路，宅地，施設等）につい

て，その保全と自然環境下での防災に関する教育・研究を担って

います。 
豪雨や地震に伴う地すべり等の斜面災害によって広大な農村・

農地が被災しており，防止対策と減災に対する取り組みがますま

す重要となっています。斜面災害では，崩壊による土砂が斜面直

下に直接被害を及ぼす場合だけでなく，その後の土砂の流出や

土石流化による被害拡大が起こっています。斜面崩壊の発生予

測精度の向上が，農村の防災・減災対策のために重要であり，多

くの研究が進められています。当研究室では，特に，発生時の地

下水位の推定，発生に関与する土の強度の特性等についての研

究を行っています。例えば，Fig. 11）は，異なるせん断試験方法で

得た土の完全軟化強度の関係図です。せん断試験は，砂・シルト

粒子が多い試料（□）と小さい粒子（粘土）が多い試料（○）につ

いて行いました。砂・シルト試料では有効応力が小さい条件

（50kPa）で三軸圧縮試験による場合が大きいですが，粘土粒子

が多い試料では有効応力増加に伴って試験方法による差が小さ

くなります。これは，強度の発現が圧密による構造に影響を受ける

ことを示唆しています。今後，多様な種類の土試料の結果を得て，

図をより充実化できれば，一方のせん断試験から他方の推定や，

強度の発現メカニズムの詳細に迫ることができると考えています。 
最近のテーマでは，2017年に九州北部地域で発生した農村地

域の豪雨災害を事例として，斜面の土層構造，土の強さの特性，

雨水の浸透性に着目して，比較的崩壊深度が浅く急傾斜地で発

生する斜面崩壊の発生機構の検討を進めています。災害発生後，

（公社）日本地すべり学会九州支部の調査団として現地調査を行

いました 2)。2018 年度からは，科学研究費助成事業に採択され，

現地の概況調査と室内実験用試料採取を進めています（Fig. 2）。
これまでの現地調査と採取試料を分析した結果の一部について，

米国地質学会 2019 年次会にて発表を行いました 3)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 1 三軸圧縮試験およびリングせん断試験による

完全軟化強度の関係 
 
 
 
 
 
 

Fig. 2 現地調査と試料採取の様子 
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